





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1回 ガイダンス（講義予定と内容　留意点） 授業の構成要素を考える


















　板書什則とノート伍則   子どものための学習材
第 12回 学習指導案の作成（1）　学習指導案の 7つの要素とその連動
　指導案の実践例を基に要素を確かめ，指導案作成
第 13回 学習指導案の作成（2） 子ども主体のアクティブラーニングを組む
主体的で子どもの思考を深める学習活動を練り上げる





















（10） 千葉昇（2016）「板書什則　－板書の基本と可能性－」『初等教育論集第 17号』pp， 80-90
（11） 千葉昇（2017）「ノート伍則　－ノート指導の基本と可能性－」『初等教育論　　集第 18号』
pp， 80-90
（12） 東京都教職員研修センター（2018）
（13） 東京学芸大学附属大泉小学校（2013）「教育実習の手引き」PP.32-48
（14） 小針誠（2018）「アクティブラーニング　－学校教育の理想と現実」講談社現代新書 PP.21-57
（15） 文渓堂（2017）「小学校　新学習指導要領改訂の要点」
（16） 千葉昇（2015）PP.21-57
（17） 前原隆志（2015）「板書型指導案に関する一考察」『山口大学附属教育実践総合センター研究
紀要大 42号』PP.11-20
（18） 中村秀雄（1973）「社会科におけるフローチャートの作成」（細谷俊夫監修　新しい指導案の
作成）教育出版 PP.36-37
（19） 東京学芸大学附属大泉小学校編（1972）「小学校における情報処理能力の育　　成」PP.102-
103
（20） 星野恵美子（1989）「社会科を好きにするには」黎明書房 PP.43-51
（21） 大木光夫（2013）「プロ教師になる！学習指導案と分かる授業のつくり方」，学研教育みらい
PP.19 ｰ 21
